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　　1.1.　はじめに　はじめに

    当社は，火災時に手動操作あるいは感知器連動により耐当社は，火災時に手動操作あるいは感知器連動により耐

熱ガラスクロス（シリカクロス）製のスクリーンが降下熱ガラスクロス（シリカクロス）製のスクリーンが降下

し，防火区画を形成すると共に，降下した後も避難者が安し，防火区画を形成すると共に，降下した後も避難者が安

全に通りぬけることができる避難口（スクリーンドア）を全に通りぬけることができる避難口（スクリーンドア）を

スクリーン上に有するウォークスルー耐火スクリーンの開スクリーン上に有するウォークスルー耐火スクリーンの開

発を行ってきた。このウォークスルー耐火スクリーンは平発を行ってきた。このウォークスルー耐火スクリーンは平

成成88 年に第一号が地下街コンコースに設置されたのを皮切年に第一号が地下街コンコースに設置されたのを皮切

りに面積区画，竪穴区画，異種用途区画等，建築空間におりに面積区画，竪穴区画，異種用途区画等，建築空間にお

ける様々な防火区画・防火防煙区画に採用されており，平ける様々な防火区画・防火防煙区画に採用されており，平

成成1818年年44月現在，適用物件数は約月現在，適用物件数は約3,3003,300件に達している。件に達している。

　ウォークスルー耐火スクリーンは開口幅の大きな区画に　ウォークスルー耐火スクリーンは開口幅の大きな区画に

対して対して11 台のスクリーンで対応できるため，レールポスト台のスクリーンで対応できるため，レールポスト

や併設の防火戸が必要なくなり，吹抜まわりの意匠性が向や併設の防火戸が必要なくなり，吹抜まわりの意匠性が向

上するというメリットがあった。しかし，矩形の吹抜部の上するというメリットがあった。しかし，矩形の吹抜部の

周囲に竪穴区画としてスクリーンを設ける場合は依然とし周囲に竪穴区画としてスクリーンを設ける場合は依然とし

てコーナーの部分にはレールポストが必要であり、このてコーナーの部分にはレールポストが必要であり、この

レールポストは時として意匠性や使い勝手を損なう場合がレールポストは時として意匠性や使い勝手を損なう場合が

あった。あった。

　この度，当社は直交する　この度，当社は直交する22枚ないしは枚ないしは33枚のスクリーンが枚のスクリーンが

一体となって降下・上昇するコーナー部にレールポストが一体となって降下・上昇するコーナー部にレールポストが

不要な新しい区画技術「コーナージョイントスクリーン」不要な新しい区画技術「コーナージョイントスクリーン」

を開発した。を開発した。

　本稿ではコーナージョイントスクリーンの概要及び適用　本稿ではコーナージョイントスクリーンの概要及び適用

条件等について紹介する。条件等について紹介する。

　　2 .2 . 　コーナージョイントスクリーンの概要　コーナージョイントスクリーンの概要

    コーナージョイントスクリーンは直交して隣り合うコーナージョイントスクリーンは直交して隣り合う22枚枚

の耐火スクリーンのコーナー部において，隣接するそれぞの耐火スクリーンのコーナー部において，隣接するそれぞ

れのスクリーンの端部にステンレス糸製の耐熱性を有するれのスクリーンの端部にステンレス糸製の耐熱性を有する

スライドファスナーを取り付けると共に，天井裏のスクスライドファスナーを取り付けると共に，天井裏のスク

リーンの繰り出し側にファスナー同士の接合およびその解リーンの繰り出し側にファスナー同士の接合およびその解

除を行うためのスライダーを固定配置し，各スクリーンが除を行うためのスライダーを固定配置し，各スクリーンが

同調して降下する際には，ファスナーがスライダーを通過同調して降下する際には，ファスナーがスライダーを通過

することで，スクリーン同士が互いに接合し，各スクリーすることで，スクリーン同士が互いに接合し，各スクリー

ンが同調して巻き取られる際にはファスナーがスライダーンが同調して巻き取られる際にはファスナーがスライダー

を通過することでスクリーン同士の接合が解除され，それを通過することでスクリーン同士の接合が解除され，それ

ぞれ別のシャフトに巻き取られるようなしくみとなっていぞれ別のシャフトに巻き取られるようなしくみとなってい

る（る（Fig.1Fig.1参照）。駆動側の巻き取りシャフトの回転力は参照）。駆動側の巻き取りシャフトの回転力は

かさ歯車により従動側のシャフトに伝達され，それぞれのかさ歯車により従動側のシャフトに伝達され，それぞれの

スクリーンの下端部には一体となったウェイトバー（座スクリーンの下端部には一体となったウェイトバー（座

板）が取り付けられることで，板）が取り付けられることで，22 枚，あるいは枚，あるいは33 枚のスク枚のスク

リーンは同調して降下，上昇することが可能となる。これリーンは同調して降下，上昇することが可能となる。これ
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Fig. 1 Fig. 1 動作機構説明図動作機構説明図
Mechanical OutlineMechanical Outline

により、により、LL字型に配置された字型に配置された22枚のスクリーン，あるいはコ枚のスクリーン，あるいはコ

の字型に配置されたの字型に配置された33 枚のスクリーンは，あたかも一枚の枚のスクリーンは，あたかも一枚の

クロスで形成されているような連続した区画を形成するこクロスで形成されているような連続した区画を形成するこ

とが可能となる（とが可能となる（Photo 1Photo 1参照）。このシステムを採用する参照）。このシステムを採用する

ことにより，従来、コーナー部には必ず必要であったガイことにより，従来、コーナー部には必ず必要であったガイ

ドレールのポスト（レールポスト）が不要となった。ドレールのポスト（レールポスト）が不要となった。
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Photo 1 Photo 1 降下中及び降下後の状況降下中及び降下後の状況
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降下中降下中

降下後降下後

 



22

コーナー部にポストが不要な耐火スクリーンコーナー部にポストが不要な耐火スクリーン

Table 1 Table 1 設置可能な製品サイズ設置可能な製品サイズ
Approval Range of Height and Total WidthApproval Range of Height and Total Width

Fig. 2 Fig. 2 想定される適用例想定される適用例
Examples of ApplicationExamples of Application

　　3.3 .　予想される適用例　予想される適用例

    本製品が多く適用されると予想されるのはエスカレー本製品が多く適用されると予想されるのはエスカレー

ター，吹抜まわりの竪穴区画である。コーナー部のレールター，吹抜まわりの竪穴区画である。コーナー部のレール

ポストがなくなるので，意匠性が格段に向上する。ポストがなくなるので，意匠性が格段に向上する。

　特に、エスカレータの場合、乗降口付近のレールポスト　特に、エスカレータの場合、乗降口付近のレールポスト

は通行の妨げになることが多いが（は通行の妨げになることが多いが（Photo 2Photo 2参照）、この参照）、この

レールポストがなくなることで日常時の利便性・安全性もレールポストがなくなることで日常時の利便性・安全性も

向上する。また，地下駅コンコース内の店舗等の局所的な向上する。また，地下駅コンコース内の店舗等の局所的な

防火区画への適用も考えられる。防火区画への適用も考えられる。Fig.2Fig.2にそのような各種にそのような各種

適用例を示す。なお，従来タイプの耐火スクリーンと同様適用例を示す。なお，従来タイプの耐火スクリーンと同様

に本製品にも座板下面全体に人や物が接触すると感知してに本製品にも座板下面全体に人や物が接触すると感知して

降下を停止する危害防止装置が標準装備となっている。降下を停止する危害防止装置が標準装備となっている。

従って、幼稚園・小学校や老人福祉施設など災害弱者が利従って、幼稚園・小学校や老人福祉施設など災害弱者が利

用する施設への適用に際しても安全性が十分に確保されて用する施設への適用に際しても安全性が十分に確保されて

いる。いる。

　　4 .4 . 　適用条件と計画上の留意点　適用条件と計画上の留意点

　本製品は建築基準法施行令第　本製品は建築基準法施行令第112112条第１項ならびに第条第１項ならびに第1414

項第一号，第二号に基づく構造方法の大臣認定を取得して項第一号，第二号に基づく構造方法の大臣認定を取得して

いるため，建築主事確認のみで設置が可能である。ただいるため，建築主事確認のみで設置が可能である。ただ

し，設置に際しては大臣認定時の適用条件ならびに，日本し，設置に際しては大臣認定時の適用条件ならびに，日本

シヤッター・ドア協会が策定した「耐火クロス製防火・防シヤッター・ドア協会が策定した「耐火クロス製防火・防

煙スクリーン技術標準」煙スクリーン技術標準」１）１）に従う必要がある。以下に主に従う必要がある。以下に主

な適用条件、及び計画上の留意点を示す。な適用条件、及び計画上の留意点を示す。

1)1)設置可能な製品サイズについては設置可能な製品サイズについてはTable 1Table 1に示される寸に示される寸

法範囲内とすることが定められている。法範囲内とすることが定められている。

2)2)避難口付きの場合は避難階段等主要な避難経路への適避難口付きの場合は避難階段等主要な避難経路への適

用について制限がある。なお、避難口は一台につき用について制限がある。なお、避難口は一台につき11ヶヶ

所まで設置可能である。所まで設置可能である。

3)3)ファスナーの結合部については塵・埃等の付着によりファスナーの結合部については塵・埃等の付着により

所定の性能が損なわれる恐れがあるため，定期的にメ所定の性能が損なわれる恐れがあるため，定期的にメ

ンテナンスを行なう必要がある。また，このための点ンテナンスを行なう必要がある。また，このための点

検口を各コーナー部近傍の天井面に設置する必要があ検口を各コーナー部近傍の天井面に設置する必要があ

る。る。

　　5.5.　まとめ　まとめ

　吹抜まわりの意匠性や使い勝手が格段に向上するコー　吹抜まわりの意匠性や使い勝手が格段に向上するコー

ナージョイントスクリーンは建築空間に大きな付加価値をナージョイントスクリーンは建築空間に大きな付加価値を

与えるこれまでにない画期的な防火設備である。しかしな与えるこれまでにない画期的な防火設備である。しかしな

がら，防火設備としての所定の性能を発揮させるためにがら，防火設備としての所定の性能を発揮させるために

は，適用条件を満たした構造仕様で設計を行い，引渡し後は，適用条件を満たした構造仕様で設計を行い，引渡し後

も定期的なメンテナンスや区画ライン上の障害物管理を適も定期的なメンテナンスや区画ライン上の障害物管理を適

切に行なうことが重要である。切に行なうことが重要である。

　参考文献　参考文献

1)1)（社）日本シヤッター・ドア協会：耐火クロス製火・（社）日本シヤッター・ドア協会：耐火クロス製火・

防煙スクリーン技術標準ならびに関係基準等（防煙スクリーン技術標準ならびに関係基準等（20042004））

 避難口あり 避難口なし 

総開口幅 
（各辺長の合計）

2400mm～14500mm 2400mm～20000mm 

開口高さ※ 2000mm～6000mm 2000mm～6000mm 
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Photo 2 Photo 2 エスカレータ乗降口付近のレールポストエスカレータ乗降口付近のレールポスト
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